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付録 別表２ MPAAを反復投与した一般毒性試験（短～中期毒性）結果の概要 

 
 

動 物 種 ： ラット 性： 雌雄 

系  統 ： Sprague-Dawley 

投与方法： 強制経口投与 

投与期間： 28 日間 

投 与 量 ： 0、2、5、15 mg/kg/day 

動 物 数 ： 10、5、5、10 匹 

主な影響： 15 mg/kg/day 群 

雌雄：体重↓、摂餌量↓、総胆管の拡張及び増殖性炎 

雄：死亡（3/10 匹）、振戦（死亡前日）、赤血球数↓、ヘモグロビン濃度↓、ヘマ

トクリット値↓、アルブミン↓、A/G 比↓、尿素窒素↑、γ-GT の増加傾向、

精巣上体重量（絶対）↓、腎臓重量（相対）↑、肝臓の白斑、腎臓の黄斑、骨

髄造血細胞の増加、肝臓の胆管増生、グリソン鞘の炎症性細胞浸潤及び肉芽腫

性炎、腎臓の硝子円柱、皮髄境界部の線維化及び尿細管の壊死、皮質の再生性

尿細管 

雌：クロール↓、脾臓重量（相対）↓ 

 5 mg/kg/day 群 

雌雄：影響なし 

 2 mg/kg/day 群 

雌雄：影響なし 

回復試験： 14 日間（対照群：雌雄各 5 匹、15 mg/kg/day 群：雄 4 匹、雌 5 匹） 

回 復 性 ： ほとんどの変化は投与の休止によって回復性あるいは回復傾向が認められたが、15 

mg/kg の総胆管の拡張及び増殖性炎については、回復性を確認することができなかっ

た。 

備  考 ： DPAA よりも毒性は低いと考えられた。 

出  典 ： 環境省 (2011): ジフェニルアルシン酸（DPAA）の毒性試験報告書（第 2 版） 
    

 


	第3次リスク評価書(暫定ver.石先生返答待ち).pdfから挿入したしおり
	表紙
	はじめに
	委員名簿
	目次

	1.DPAAの物性
	2.DPAA汚染の状況
	2.1DPAAによる地下水汚染のメカニズム

	3.DPPAの代謝及び動態
	3.1吸収
	3.2分布
	3.3代謝
	3.4排泄

	4.動物実験等によるDPAAの土星
	4.1急性毒性
	4.2短～中期毒性
	4.3長期毒性
	4.4生殖・発生毒性(次世代への影響)
	4.5遺伝子障害性
	4.6発がん性
	4.7細胞毒性
	4.8グルタチオン抱合体の代謝と毒性
	4.9神経系への影響機序

	5.健康影響
	5.1健康影響調査
	5.2DPAAによる健康影響と考えられる初期症状
	5.3DPAAによる健康影響と考えられる症状出現の時期
	5.4DPAA摂取量と初発時期
	5.5生態試料中のDPAA濃度と症状の有無
	5.6頭部画像解析と症状の有無
	5.7眼球運動障害と症状の有無
	5.8小児に対する影響について
	5.9井戸水以外からのDPAA等の摂取について
	5.10健康影響調査
	5.11中長期的な健康影響の把握

	6.DPAAに関する健康リスク評価
	6.1DPAAとしての評価
	6.2DPAAの量－反応関係
	6.3ヒトにおいて毒性が認められたと考えられるDPAA濃度
	6.4ヒトにおいて毒性が認められないと考えられるDPAA濃度

	引用文献
	付録
	別表1DPAAを反復投与した一般毒性試験(短～中期毒性)結果の概要
	別表2MPAAを反復投与した一般毒性(短～中期毒性)結果の概要
	別表3PMAAを反復投与した一般毒性試験(短～中期毒性)結果の概要
	別表4DPAAを反復投与した一般毒性試験(長期毒性)結果の概要
	別表5DPAAを反復経口投与した生殖・発生毒性試験結果の概要
	別表6DPAAを反復投与した発がん性試験結果の概要
	付録1水質環境基準の設定根拠
	付録2水質基準の設定根拠
	付録3各国・機関水質基準、主な環境基準(ヒ素：Asとして)



